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１．背景の整理

⑴　データ分析の拡大と分析類型
　幅広い実務課題が、ビッグデータとデータサイ

エンス手法を用いた分析の対象となっている。伝

統的な計量経済学手法に加えて高次元のデータと

相性の良い機械学習手法を手軽に用いることので

きるパッケージの普及が一因だろう。データ分析

の実務での活用といえば、金融、小売・卸売、広

告といった業種が典型例であったが、各種のメデ

ィアや製造業に属する企業でもデータに駆動され

た取り組みが増えている。本稿では、こうした近

年の大きな動きを踏まえて、「経済主体間の取引

を計測したデータ」（取引データ）がどのような

意義を持つかを検討する。

　議論の前提として、現代的なデータ分析の類型

を整理しておこう。第一に、データの「計測」で

ある。いくつかの要約統計量を出力して眺めると

いう素朴なアプローチから、場合によってはアニ

メーション等も用いた可視化（visualization）も

イメージされるだろう。分析の最初のステップと

してデータの概要を大づかみにする目的から、こ

の類型が有用であることは間違いない。加えて、

容易には把握できない事象をいろいろなデータを

用いて可視化することで高い価値が生み出される

ケースも珍しくない。

　本稿では、ビッグデータにデータサイエンス手法を掛け合わせた取り組みの拡大に対して、「経済主体間の取
引を計測したデータ」（取引データ）が持つ意義を検討する。取引データの利用は、分析に用いられる変数の拡
充に貢献するほか、取引ネットワークが持つ含意を中心に据えた新しい問題を設定することを可能とする。また、
観察不能な要因を制御するための計量経済学手法を活用することも可能となる。
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